
を禁煙にしてほしいと答えた人が44.1％、一部タクシーを禁

煙にと答えた人が13.9％と、合わせて実に58％の人が禁煙タ

クシーを要望していることになる。これは近年、わが国の喫

煙率が低下していることも影響していると考えられる。しか

し、全国の禁煙タクシーは2004年3月末現在約3800台で法人

タクシーの1％、個人の3％に過ぎない。

■■■うした中、顧客の禁煙意識の高まりがタクシー運転手

■■■の喫煙を全面禁止にさせた例がある。業界大手の日本

交通（東京都品川区）は2004年12月1日から車内での運転手の

喫煙を全面禁止すると発表した。営業活動で外回りしている

社員らが違反をチェックし、業務停止などの罰則も設ける。

同社の運転手は約5000人、1600台のタクシーが都内を中心に

走っている。乗客は喫煙しても構わないが、下車後すぐに換

気し吸い殻を捨てるなどして、においが残らないようにする。

同社は、「業界では2002年2月の規制緩和以降、料金値下げ競

争が相次いだが、当社は安さではなく、快適な車内空間をア

ピールしたい」としている。

車も禁煙の時代へ

車も禁煙の時代へ

禁煙化の波がタクシーやレンタカーにまで広がりを見せつつある。全国で禁煙タクシーの導入が相次ぎ、禁煙

レンタカーの台数拡大の動きもある。車という公共輸送機関の禁煙動向を探った。

タクシー大手の国際自動車、

禁煙車導入へ

禁煙タクシー

導入の背景

車内での運転手の喫煙を

禁止する日本交通

こ

禁煙タクシーについての利用者アンケート結果

東京乗用旅客自動車協会が2003年夏に実施。1，333人が回答

全部の

タクシーを

禁煙に

44.1％

一部の

タクシーを

禁煙に

13.9％

客に禁煙協力

を依頼する

16.9％

無回答

1.2％

今のままで

よい

23.9％

■■■京都内では、大森交通（大田区）が2004年の7月1日から

■■■初めて全車両35台の禁煙化に踏み切った。また、タク

シー・ハイヤー大手の国際自動車（港区）も2004年12月から「禁

煙タクシー」の導入を開始した。まず20台で営業運転を始め、

2006年3月末までに500台にする予定だ。東京地区の禁煙車は

現在800台で、これまでは中小のタクシー会社が顧客の反応

を見ながら試験的に導入している例が多かったが、大手の参

入により、禁煙タクシーの浸透が本格化することになりそう

だ。国際自動車は、禁煙タクシーの導入を事業強化策の一環

として、「顧客サービスと企業イメージの向上を図る」として

おり、禁煙車両の営業運転は売上高全体の13％を占めること

になる。

■■■煙タクシー導入の背景として、①顧客の禁煙意識の高

■■■まり②乗務員の受動喫煙による健康問題が挙げられる。

東京乗用旅客自動車協会が2003年夏に実施した禁煙タクシ

ーについてのアンケート結果（グラフ）によると、全タクシー

東

禁


